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１．研究計画の概要 

本研究では、無線 IC タグやカメラ画像な
どの情報通信技術（ ICT ： Information 
Communication Technology）を活用して
作業者、重機、危険個所に関する作業情報を
収集し、収集した作業情報を用いた建設作業
者の労働災害を防止するための仕組みの構
築を目的とする。 

研究は、下記の 4 項目について行う。 
(1)既往の労働災害の発生事例を用いた災害
原因の分析 
(2)災害事例の分析結果に基づいた災害防止
のための支援方法の構築 
(3)構築した支援方法を機能させるために必
要な作業情報の収集手段の選定 
(4)プロトタイプ装置の作成と適用可能性の
評価 
 
２．研究の進捗状況 
(1)過去に発生した災害事例を分析して災害
防止の支援方法の構築し、その機能を設定す
る方法を提案した。その事例として、作業車
両を起因物とする接触事故を対象に発生状
況のデータベースを構築し、災害発生モデル
を作成した。その結果、「作業車両の稼働範
囲周辺への作業者の立ち入りの可能性の推
定」を支援方法の機能とすることができた。
以上から、災害発生モデルは、災害発生の因
果関係を明確にし、支援方法の構築に必要な
機能の抽出に有効であることを確認した。 
(2)災害発生モデルから抽出した機能を有す
る支援方法の構築手順を示した。その事例と
して、接触事故を対象に、無線通信装置の電
波強度の変化を用いて作業車両と作業者の
位置を測定し、稼働範囲周辺へ作業者の立ち
入りの可能性を推定することを提案した。さ

らに、無線通信装置として無線 LAN 装置を
用いたプロトタイプ装置を作成し、現場での
適用可能性の実験を行った。その結果、電波
の発信装置を持った作業者が建設車両の稼
働範囲周辺に存在するかを概ね把握できる
ことを確認した。 
(3)作成したプロトタイプの適用可能性を評
価し、無線通信装置の測定精度が低い問題点
を明確にした。この、問題点を解決するため
に、稼働範囲内の作業者と作業車両間の距離
を測定して警告を行うことを提案した。その
方法に関しては、カメラ画像を用いて稼働範
囲内の作業者を認識し、レーザー距離計を用
いて距離を測定することとした。さらに、プ
ロトタイプ装置を作成し、作業車両からカメ
ラ画像に映る作業者までの距離を精度よく
把握出来ることを確認した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 

建設作業における災害防止に ICT を適用
した方法を構築するための、災害事例の分析、
必要機能の抽出、適用技術の選定、支援方法
の作成までの一連の過程を計画通りに実施
しているためである。 

 
４．今後の研究の推進方策 
今後の研究では、提案した支援方法の構築

の仕組みを纏める。また、プロトタイプとし
て作成した作業車両の接触防止方法の性能
評価を行う。さらに、新たな支援方法の構築
手段として、生体信号センサーと 3次元動き
センサーを用いた不全作業動作の把握、移動
ロボットによる危険場所のモニタリング方
法の活用について検討する。 
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